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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成16年６月28日に提出いたしました第42期（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第１ 企業の概況 

１ 主要な経営指標等の推移 

第２ 事業の状況 

１ 業績等の概要 

(1）業績 

７ 財政状態及び経営成績の分析 

(3）営業成績の分析 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(1）連結財務諸表 

② 連結損益計算書 

注記事項 

［関連当事者との取引］ 

２ 財務諸表等 

(1）財務諸表 

② 損益計算書 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

 



第一部【企業情報】 

  

第１【企業の概況】 

  

１【主要な経営指標等の推移】 

  （訂正前） 

  ＜省略＞ 

  ＜省略＞ 

  

  （訂正後） 

  ＜省略＞ 

  ＜省略＞ 

  

 

回次 第38期 第39期 第40期 第41期 第42期 

決算年月 平成12年３月 平成13年３月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月

(1）連結経営指標等   

経常利益（百万円） 18,066 14,746 11,737 15,019 11,208

回次 第38期 第39期 第40期 第41期 第42期 

決算年月 平成12年３月 平成13年３月 平成14年３月 平成15年３月 平成16年３月

(1）連結経営指標等   

経常利益（百万円） 18,066 14,746 11,737 15,019 11,418



第２【事業の状況】 

  

１【業績等の概要】 

(1）業績 

  （訂正前） 

 当連結会計年度における我が国の経済は、デフレの長期化及び急激な円高等依然として厳しい状況が続きましたが、企業収

益の改善による民間設備投資の増加、輸出の増加、株価の上昇等により、後半にかけ個人消費の持ち直しもあり着実な回復の

兆しが見えました。しかし、イラク戦争やテロの脅威、重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）、鳥インフルエンザの拡大といっ

た社会不安要因が重なり厳しい状況が続きました。 

このような経済環境の中、当社グループにおいては、ミスタードーナツ事業、携帯電話等の通信機器販売のｅｅステーション

事業、オフィスコーヒー等のケータリングのカフェサービス事業、レジャー・介護用品レンタルのレントオール事業、家事全

般の代行をサービスするメリーメイド事業、化粧品等の提供を行うヘルス＆ビューティ事業などの既存事業が着実に伸長し、

とんかつレストランのかつアンドかつ事業、高齢者の暮らしの身のまわり全体をサポートするホームインステッド事業、子供

用品のリサイクルとインポート用品を提供するリサイクルマート事業などの新事業も好調でした。しかし、マット、モップを

中心とするダストコントロール事業においてはモップ、エアークリーン商品などが低迷しました結果、売上高は2,238億６百万

円（前連結会計年度比1.8％増）となりました。 

利益面では、社会、消費者の皆さまへの信頼回復に努め、未活用資産の整理などにより営業利益は128億63百万円（前連結会計

年度比16.3％減）、経常利益は112億８百万円（前連結会計年度比25.4％減）となり、当期純利益は56億円（前連結会計年度比

57億48百万円増）となりました。 

＜省略＞ 

  

  （訂正後） 

 当連結会計年度における我が国の経済は、デフレの長期化及び急激な円高等依然として厳しい状況が続きましたが、企業収

益の改善による民間設備投資の増加、輸出の増加、株価の上昇等により、後半にかけ個人消費の持ち直しもあり着実な回復の

兆しが見えました。しかし、イラク戦争やテロの脅威、重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）、鳥インフルエンザの拡大といっ

た社会不安要因が重なり厳しい状況が続きました。 

このような経済環境の中、当社グループにおいては、ミスタードーナツ事業、携帯電話等の通信機器販売のｅｅステーション

事業、オフィスコーヒー等のケータリングのカフェサービス事業、レジャー・介護用品レンタルのレントオール事業、家事全

般の代行をサービスするメリーメイド事業、化粧品等の提供を行うヘルス＆ビューティ事業などの既存事業が着実に伸長し、

とんかつレストランのかつアンドかつ事業、高齢者の暮らしの身のまわり全体をサポートするホームインステッド事業、子供

用品のリサイクルとインポート用品を提供するリサイクルマート事業などの新事業も好調でした。しかし、マット、モップを

中心とするダストコントロール事業においてはモップ、エアークリーン商品などが低迷しました結果、売上高は2,238億６百万

円（前連結会計年度比1.8％増）となりました。 

利益面では、社会、消費者の皆さまへの信頼回復に努め、未活用資産の整理などにより営業利益は128億63百万円（前連結会計

年度比16.3％減）、経常利益は114億18百万円（前連結会計年度比24.0％減）となり、当期純利益は56億円（前連結会計年度比

57億48百万円増）となりました。 

＜省略＞ 

  

 



７【財政状態及び経営成績の分析】 

(3）営業成績の分析 

  （訂正前） 

 当連結会計年度における売上高は、2,238億６百万円（前連結会計年度比1.8％増）、営業利益は128億63百万円（前連結会計

年度比16.3％減）、経常利益は112億８百万円（前連結会計年度比25.4％減）、当期純利益は56億円（前連結会計年度比57億48

百万円の増）となりました。 

 売上増の主な要因は、ミスタードーナツ事業において、「ポン・デ・リング」商品群の再訴求、「ミスター肉まん」の導入

で、ポン・デ・リングの年間販売個数は１億85百万個、ミスター肉まんは５カ月間で６百万個を販売いたしました。またｅｅ

ステーション事業において、カメラ付きなどの新機能携帯電話の販売台数が大幅に増加し、年間に販売した携帯電話は新規契

約、機種変更を含めて27万２千台を販売したことが大きく貢献いたしました。 

 当期純利益が大幅に増加しておりますが、その主な原因は前連結会計年度において、大肉まん食品衛生法違反問題対策関連

費用等（104億81百万円）を特別損失に計上しましたが、当連結会計年度では、厚生年金基金代行部分返上益（48億67百万円）

などで特別利益が増加したためです。 

 なお、事業別の分析は、第２［事業の状況］１［業績等の概要］(1）業績の項目をご参照ください。 

  

  （訂正後） 

 当連結会計年度における売上高は、2,238億６百万円（前連結会計年度比1.8％増）、営業利益は128億63百万円（前連結会計

年度比16.3％減）、経常利益は114億18百万円（前連結会計年度比24.0％減）、当期純利益は56億円（前連結会計年度比57億48

百万円の増）となりました。 

 売上増の主な要因は、ミスタードーナツ事業において、「ポン・デ・リング」商品群の再訴求、「ミスター肉まん」の導入

で、ポン・デ・リングの年間販売個数は１億85百万個、ミスター肉まんは５カ月間で６百万個を販売いたしました。またｅｅ

ステーション事業において、カメラ付きなどの新機能携帯電話の販売台数が大幅に増加し、年間に販売した携帯電話は新規契

約、機種変更を含めて27万２千台を販売したことが大きく貢献いたしました。 

 当期純利益が大幅に増加しておりますが、その主な原因は前連結会計年度において、大肉まん食品衛生法違反問題対策関連

費用等（104億81百万円）を特別損失に計上しましたが、当連結会計年度では、厚生年金基金代行部分返上益（48億67百万円）

などで特別利益が増加したためです。 

 なお、事業別の分析は、第２［事業の状況］１［業績等の概要］(1）業績の項目をご参照ください。 

  

 



第５【経理の状況】 

  

１【連結財務諸表等】 

(1）【連結財務諸表】 

②【連結損益計算書】 

  （訂正前） 

  ＜省略＞ 

 

   
前連結会計年度

（自 平成14年４月１日 
至 平成15年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円）
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

Ⅳ 営業外収益    

１ 受取利息  209 100  

２ 受取配当金  884 661  

３ 設備等賃貸収入  597 306  

４ 紹介等手数料収入  307 106  

５ 連結調整勘定償却額  0 16  

６ 持分法による投資利益  ― 354  

７ 雑収入  625 2,623 1.2 1,320 2,866 1.3

Ⅴ 営業外費用    

１ 支払利息  598 577  

２ 貸倒引当金繰入額  383 450  

３ 設備等賃貸費用  264 227  

４ たな卸資産評価損  169 1,296  

５ 製品等廃棄損  1,077 791  

６ 持分法による投資損失  33 ―  

７ 雑損失  456 2,982 1.4 1,178 4,521 2.0

経常利益   15,019 6.8 11,208 5.0

Ⅵ 特別利益    

１ 固定資産売却益 ※３ 0 52  

２ 投資有価証券売却益  3 319  

３ 貸倒引当金戻入益  452 317  

４ 賞与引当金戻入益  24 169  

５ 役員退職引当金戻入益  217 ―  

６ 前期損益修正益  18 88  

７ 退職給付代行部分返上
益 

 ― 4,867  



  ＜省略＞ 

  

  

  次へ 

   
前連結会計年度

（自 平成14年４月１日 
至 平成15年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円）
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

８ 債務保証損失引当金戻
入益 

 ― 105  

９ 国庫補助金受贈益  ― 74  

10 その他  105 823 0.4 300 6,295 2.8

     



  （訂正後） 

  ＜省略＞ 

  ＜省略＞ 

 

   
前連結会計年度

（自 平成14年４月１日 
至 平成15年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円）
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

Ⅳ 営業外収益    

１ 受取利息  209 100  

２ 受取配当金  884 661  

３ 設備等賃貸収入  195 229  

４ 紹介等手数料収入  225 213  

５ 連結調整勘定償却額  0 16  

６ 持分法による投資利益  ― 354  

７ 雑収入  1,109 2,623 1.2 1,290 2,866 1.3

Ⅴ 営業外費用    

１ 支払利息  598 577  

２ 貸倒引当金繰入額  383 240  

３ 設備等賃貸費用  264 227  

４ たな卸資産評価損  169 1,296  

５ 製品等廃棄損  1,077 791  

６ 持分法による投資損失  33 ―  

７ 雑損失  456 2,982 1.4 1,178 4,311 1.9

経常利益   15,019 6.8 11,418 5.1

Ⅵ 特別利益    

１ 固定資産売却益 ※３ 0 52  

２ 投資有価証券売却益  3 319  

３ 貸倒引当金戻入益  452 317  

４ 賞与引当金戻入益  24 169  

５ 役員退職引当金戻入益  217 ―  

６ 前期損益修正益  18 88  

７ 退職給付代行部分返上
益 

 ― 4,867  

８ 債務保証損失引当金戻
入益 

 ― 105  

９ 国庫補助金受贈益  ― 74  

10 その他  105 823 0.4 90 6,085 2.7

     



注記事項 

【関連当事者との取引】 

前連結会計年度（自 平成14年４月１日 至 平成15年３月31日） 

(1）役員及び個人主要株主等 

  （訂正前） 

  ＜省略＞ 

 （注） ＜略＞ 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

※１ 弁護士法人淀屋橋山上合同の代表社員 米田實は、当社監査役 米田秀実（平成14年11月22日付退任）の実父であ

り、また、当社監査役 田積司の義父であります。 

※２ 法律事務処理に係る報酬の支払い等であり、通常負担すべき金額であります。 

※３ ＜略＞ 

※４ 商製品の賃貸及び販売につきましては、市場価格を勘案し一般の取引条件と同様に決定しております。 

※５ ＜略＞ 

※６ ＜略＞ 

※７ ＜略＞ 

※８ ＜略＞ 

※９ ＜略＞ 

※10 ＜略＞ 

※11 ＜略＞ 

※12 ＜略＞ 

※13 ＜略＞ 

※14 ＜略＞ 

※15 ＜略＞ 

※16 当社取締役 長谷川善四郎及びその近親者が議決権の63.5％を所有しております。 

※17 清三屋商事㈱の銀行借入（70百万円、期限７年）につき債務保証を行ったものであります。 

※18 ＜略＞ 

  

  

  次へ 

属性 
氏名また
は会社等
の名称 

住所 
資本金又
は出資金 
（百万円）

事業の内容
又は職業 

議決権等
の所有
（被所
有）割合 
（％） 

関係内容

取引の内容
取引金額 
（百万円） 

科目 
期末残高
（百万円）役員の

兼任等 
事業上
の関係 

役員及び
その近親
者 

米田 實 
※１ 

― ― 

弁護士法人
淀屋橋山上
合同の代表
社員※１ 

― ― ―
弁護士報酬
※２ 

37 未払金 9

役員及び
その近親
者が議決
権の過半
数を所有
している
会社等
（当該会
社等の子
会社を含
む） 

清三屋商
事（株）
※16 

秋田県 
秋田市 

10

ダストコン
トロール製
品等の賃貸
および販売 

―
兼任
１人 

当社と
加盟店
契約を
締結
し、当
社製品
の賃貸
及び販
売 

当社製品の賃
貸及び販売 

※４ 
211 売掛金 10

債務保証
※17 

15 ― ― 



  （訂正後） 

  ＜省略＞ 

 （注） ＜略＞ 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

※１ 弁護士法人淀屋橋山上合同の米田實は、当社監査役 米田秀実（平成14年11月22日付退任）の実父であり、また、当

社監査役 田積司の義父であります。 

※２ 法律事務処理に係る報酬の支払い等であり、通常負担すべき金額であります。 

※３ ＜略＞ 

※４ 商製品の賃貸及び販売につきましては、市場価格を勘案し一般の取引条件と同様に決定しております。 

※５ ＜略＞ 

※６ ＜略＞ 

※７ ＜略＞ 

※８ ＜略＞ 

※９ ＜略＞ 

※10 ＜略＞ 

※11 ＜略＞ 

※12 ＜略＞ 

※13 ＜略＞ 

※14 ＜略＞ 

※15 ＜略＞ 

※16 当社取締役 長谷川善四郎及びその近親者が議決権の63.5％を所有しております。 

※17 清三屋商事㈱の銀行借入（70百万円、期限７年）につき債務保証を行ったものであります。 

 

属性 
氏名また
は会社等
の名称 

住所 
資本金又
は出資金 
（百万円）

事業の内容
又は職業 

議決権等
の所有
（被所
有）割合 
（％） 

関係内容

取引の内容
取引金額 
（百万円） 

科目 
期末残高
（百万円）役員の

兼任等 
事業上
の関係 

役員及び
その近親
者 

米田 實 
※１ 

― ― 

弁護士法人
淀屋橋・山
上合同在籍
の弁護士 
※１ 

― ― ―
弁護士報酬
※２ 

37 未払金 9

役員及び
その近親
者が議決
権の過半
数を所有
している
会社等
（当該会
社等の子
会社を含
む） 

清三屋商
事（株）
※16 

秋田県 
秋田市 

10

ダストコン
トロール製
品等の賃貸
および販売 

―
兼任
１人 

当社と
加盟店
契約を
締結
し、当
社製品
の賃貸
及び販
売 

当社製品の賃
貸及び販売 

※４ 
211 売掛金 10

債務保証
※17 

15 ― ― 

タイホウ
フーズ
(株) 
※19 

愛知県 
名古屋市 

10
菓子製造・
販売、飲食
店経営 

―
兼任
１人 

当社と
加盟店
契約を
締結
し、当
社商品
の製
造・販
売 

当社商品の販
売※４ 

465 売掛金 85

資金の貸付
※22 

101 
長期貸付
金 

98

設備賃借料
※23 

1   

タイホウ
レントサ
ービス
(株) 
※20 

愛知県 
名古屋市 

10

ダストコン
トロール製
品等の賃貸
及び販売 

―
兼任
１人 

当社と
加盟店
契約を
締結
し、当
社製品
の賃貸
及び販
売 

当社商品の販
売※４ 

168 売掛金 22 

タイホウ
バレイ
(株) 
※21 

愛知県 
名古屋市 

18
遊技場の運
営 

―
兼任
１人 

店舗設
備の賃
借 

設備賃借料
※23 

3 ― ― 



※18 ＜略＞ 

※19 当社取締役小野金夫及びその近親者が議決権の80.0％を所有しております。 

※20 当社取締役小野金夫及びその近親者が議決権の80.0％を所有しております。 

※21 当社取締役小野金夫及びその近親者が議決権の76.4％を所有しております。 

※22 タイホウフーズ㈱に対する貸付金につきましては市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。返済条件は

以下の通りです。なお、担保は受け入れておりません。 

79百万円――期間１年６ヶ月、６ヶ月間据置、月賦返済 

18百万円――期間３年、月賦返済 

※23 近隣の取引実勢価格と同等の賃料によっております。 

  

当連結会計年度（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日） 

(1）役員及び個人主要株主等 

  （訂正前） 

 ＜省略＞ 

 （注） ＜略＞ 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

※１ 弁護士法人淀屋橋山上合同の代表社員 米田實は、当社監査役 田積司の義父であります。 

※２ 法律事務費用にかかる報酬の支払い等であり、通常の負担すべき金額であります。 

※３ ＜略＞ 

※４ ＜略＞ 

※５ ＜略＞ 

※６ ＜略＞ 

※７ ＜略＞ 

※８ ＜略＞ 

※９ ＜略＞ 

※10 ＜略＞ 

※11 ＜略＞ 

※12 ＜略＞ 

  

 

属性 
氏名また
は会社等
の名称 

住所 
資本金又
は出資金 
（百万円）

事業の内容
又は職業 

議決権等
の所有
（被所
有）割合 
（％） 

関係内容

取引の内容
取引金額 
（百万円） 

科目 
期末残高
（百万円）役員の

兼任等 
事業上
の関係 

役員及び
その近親
者 

米田 實 
※１ 

― ― 

弁護士法人
淀屋橋・山
上合同の代
表社員※１ 

― ― ―
弁護士報酬
※２ 

48 未払金 6



  （訂正後） 

 ＜省略＞ 

 （注） ＜略＞ 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

※１ 弁護士法人淀屋橋山上合同の米田實は、当社監査役 田積司の義父であります。 

※２ 法律事務費用にかかる報酬の支払い等であり、通常の負担すべき金額であります。 

※３ ＜略＞ 

※４ ＜略＞ 

※５ ＜略＞ 

※６ ＜略＞ 

※７ ＜略＞ 

※８ ＜略＞ 

※９ ＜略＞ 

※10 ＜略＞ 

※11 ＜略＞ 

※12 ＜略＞ 

  

  

属性 
氏名また
は会社等
の名称 

住所 
資本金又
は出資金 
（百万円）

事業の内容
又は職業 

議決権等
の所有
（被所
有）割合 
（％） 

関係内容

取引の内容
取引金額 
（百万円） 

科目 
期末残高
（百万円）役員の

兼任等 
事業上
の関係 

役員及び
その近親
者 

米田 實 
※１ 

― ― 

弁護士法人
淀屋橋・山
上合同在籍
の弁護士 
※１ 

― ― ―
弁護士報酬
※２ 

48 未払金 6



２【財務諸表等】 

(1）【財務諸表】 

②【損益計算書】 

  （訂正前） 

  ＜省略＞ 

  ＜省略＞ 

  

  （訂正後） 

  ＜省略＞ 

  ＜省略＞ 

  

  

  

   
第41期

（自 平成14年４月１日 
至 平成15年３月31日） 

第42期 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円）
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

Ⅳ 営業外収益    

１ 受取利息 ※６ 397 390  

２ 有価証券利息  26 9  

３ 受取配当金  113 112  

４ 設備等賃貸収入 ※６ 597 741  

５ 紹介等手数料収入  263 211  

６ 雑収入  752 2,152 1.1 663 2,128 1.1

   
第41期

（自 平成14年４月１日 
至 平成15年３月31日） 

第42期 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（百万円）
百分比
（％） 

金額（百万円） 
百分比
（％） 

Ⅳ 営業外収益    

１ 受取利息 ※６ 397 390  

２ 有価証券利息  26 9  

３ 受取配当金  113 112  

４ 設備等賃貸収入 ※６ 674 767  

５ 紹介等手数料収入  186 184  

６ 雑収入  752 2,152 1.1 663 2,128 1.1

以 上
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